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南信州広域連合第２回広域連合会議 結果報告

日時：平成24年５月15日(金)13:00～13:55

場所：飯田合同庁舎５階 502・503号会議室

【出席者】13 市町村長（泰阜村長欠席）、下伊那地方事務所・石田所長、同・熊谷地域政策課長、飯田保

健福祉事務所・佐々木所長、飯田建設事務所・伊藤所長、同・柳瀬整備課長、渡邉副管理者、

町村会・山田事務局長、飯田広域消防・山田消防長、同・桂消防次長、飯田環境センター・米

山事務長、同・北原専門主査

【事務局】髙田事務局長、吉川事務局次長、小林事務局次長補佐兼介護保険係長、北原事務局次長補佐兼

庶務係長、近藤広域振興係長、林主査

１ 開  会 13:00

２ 広域連合長あいさつ

３ 協議事項

（１）リニア将来ビジョンの具体化に向けた取り組みについて（資料№１）

  ･･･資料による説明（吉川事務局次長）

   南信州広域連合と下伊那地方事務所の共同事業である飯伊地域の地域づくり基礎調査事業につい

て、趣旨と事業概要、調査項目及び基礎調査検討会議有識者名簿等について説明し、承認された。

県の南の玄関口として、上伊那・諏訪まで含めリニアの恩恵にあずかれるような取り組みとする

ため、リニア駅へのアクセスを圏域全体で考えるべきとの意見が出され、これに対し本事業は県の

交通ビジョンを踏まえたもので、飯伊の交通体系の整理も含めて、今後連合会議や専門部会で検討

を重ねていくことを説明した。

（２）南信運転免許センター要望について（資料№２）

･･･資料による説明（髙田事務局長）

   ２月の議会第１回定例会において請願採択されたことを踏まえ、県議会議長宛てに意見書を提出

したが、改めて県議会へ陳情・請願として提出したほうがよいとの県議会議員からの意見を受け、

佐久市に開所された東信運転免許センターの運営状況を参考にしながら、９月の県議会に間に合う

ように意見書等準備を進めていることを説明し、承認された。

（３）広域連合議会第１回臨時会、全員協議会報告案件について（資料№３）

  ･･･資料による説明（吉川事務局次長）

    議会第１回臨時会の議事を条例案件１件、予算案件１件とし、全員協議会では６件の協議報告事

項とすることに加え、議会当日の午後４時から地元選出県議会議員と広域連合議会議員との懇談会

が予定されているため、構成市町村長もオブザーバーとして出席してほしいとの議長要望を説明し、

承認された。

（４）南信州いいむす２１登録判定について（資料№９）

   ･･･資料による説明（近藤広域振興係長）

    次の３事業所の登録更新が承認された。

    【初級（更新）】  ＧＡＲＤＥＮ４Ｓ、（株）日本テクノス製造事業部、飯田建設（株）
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４ 報告事項

（１）南信州地域公共交通について（資料№４）

･･･資料による説明（近藤広域振興係長）

  西部コミュニティバスの運行路線について、現在の終点、阿智高等学校前を阿智中学校前まで延

長する要望が運行主体の根羽村に寄せられたことから、路線変更が計画されている。このため、「西

部コミュニティバスを守り育てる会（仮称）（以下、守り育てる会）」を設置することとなり、同会

を南信州地域交通問題協議会（以下、南信州協議会）の「部会」として位置づける南信州協議会規

約改正を行う。部会設置により、補助金申請に係る部分を南信州協議会、路線運行に関する部分を

守り育てる会というすみ分けを行う。なお、本来なら南信州協議会総会での議決を得るところだが、

国への申請まで期間が短いことから書面決議とする。

（２）愛知大学と実施する連携事業について（資料№５）

  ･･･資料による説明（近藤広域振興係長）

  昨年度の「共同研究事業」照会の結果、広域連合３件、飯田市・松川町・高森町各１件の合計６

事業について要望があり、４月 27 日に開催された「南信州広域連合と愛知大学との地域連絡協議

会」を経て、今後具体的に共同事業を進める。

（３）特別養護老人ホーム入所申込者の再調査の実施について（資料№６）

  ･･･資料による説明（小林次長補佐兼介護保険係長）

   広域連合が入所調整を行う特別養護老人ホームに新たに１施設加わり 10 床入所枠が増加し、ま

た、「阿南荘」が建て替えを機にユニット型（個室）へ転換し利用料が大幅に上昇することが想定さ

れること、さらに現在の待機者名簿のうち有効期間（介護認定期間）が終了している方が多数見受

けられることから、入所申込者の再調査を行う。調査は５月末までに終了し、結果を６月の入所判

定会に反映させる。

（４）火災の概要（資料№７）

  ･･･資料による説明（桂消防次長）

    １～４月の火災件数は34件と、昨年比45件の減少。過去最悪のペースで火災が発生した昨年同

時期の反省を踏まえ、広域消防及び各市町村消防団による広報活動や、地元店舗・企業の協力を得

た広報活動等が功を奏したものと考えられる。今後も予防消防に努める。

    また、５月 13 日に広島県福山市で発生した宿泊施設の火災で死者７人、負傷者３人という大き

な被害があったことを踏まえ、当管内の旅館・ホテル等約200件のうち、延べ面積300㎡以上で過

去の立入検査状況から抽出した70件ほどの施設を立入検査し、防火対策の徹底を図る。

（５）平成２４年度南信州広域連合の現況（資料№８）

   ･･･資料による説明（吉川事務局次長）

    毎年作成している冊子について説明する。組織、職員数、共同処理する事務の概要等、昨年とほ

ぼ同様となっている。

５ 今後の日程

５月２１日（月） 議会第１回臨時会・全員協議会

６ その他

（１）下伊那地方事務所から ･･･資料による説明（熊谷地域政策課長）

    ・サマーエコスタイルキャンペーンについて

    ・自動車税納税について

    ・ノーマイカー通勤ウィークについて
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（２）建設事務所から ･･･資料による説明（柳瀬整備課長）

   ・信州新野千石平「道の駅」防災機能強化について

    …災害等発生時、緊急輸送路に隣接する「道の駅」が果たす、輸送物資の中継機能とともに、

情報アクセスポイントとしての防災機能を強化する。発電機や仮設組立トイレ、防災井戸等

を計画しているが、６月15日の担当者レベルの会議で、具体的な整備内容について検討する。

    ・国道151号土砂崩落箇所の終日開放について

     …３月６日と４月14日に発生した阿南町見名での崩落箇所について、平成24年５月15日（火）

午前6:00から終日片側交互通行により開放する（天候等により変更の場合有り）。

７ 閉 会 13:55


